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～陸上自衛隊西部方面総監部法務官始め17名～

雲仙普賢岳噴火災害派遣現地研修
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　9月7日（水）大野木場監視所にて、陸上自衛隊西部方面総
監部法務官始め職員の方々17名に雲仙普賢岳噴火災害現
地研修を実施しました。
　今回の研修は「雲仙普賢岳地区において、噴火災害の概要
について理解を深め、事後の業務の資とする。」を目的とし
て、行われました。
　今後の業務に役立てたいということで、皆さん熱心に被災の
様子から復興までの歩みについて見学し、工事施工と法的規
制を中心に確認していました。
　特に、無人化施工については大変興味を持って頂き、互い
に共通する技術開発の「苦労」と「重要性」についての質問が
飛び交いました。
　今回の研修で自衛隊の方々の今後の業務に役立てて頂き
たいと思いました。
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